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文部科学省は，2022 年度から始まった高等学校情報科「情報Ⅰ」向けの教員研修用教材を公開してい

る．学校の実情に合わせて複数のプログラミング言語から研修内容を選択できるようになっているが，

言語間の差異は大きく，どの言語を選択するかは重要な関心事である．そこで，学習環境としてブロッ

クプログラミングツール EduBlocks を利用する場合の適合度について評価する． 
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1. はじめに 

高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）

(1)
の「はじめに」によれば，高等学校学習指導要領解説

情報編において，「『情報 I』では，プログラミング，モ

デル化とシミュレーション，ネットワーク（関連して

情報セキュリティを扱う）とデータベースの基礎とい

った基本的な情報技術と情報を扱う方法とを扱うとと

もに，コンテンツの制作・発信の基礎となる情報デザ

インを扱い，更に，この科目の導入として，情報モラ

ルを身に付けさせ情報社会と人間との関わりについて

も考えさせる．」としている．そして，今回の指導要領

改訂では「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善の推進」について示されているように，プロ

グラミングなどに慣れ親しむ中で，生徒が主体的に試

行錯誤をし，何を修正していけば良いのかを協働的に

解決していく力をつけていくプロセスにおいて，個々

の生徒に寄り添うということである，と述べられてい

る． 

本稿では，この教材のうち「第 3 章 コンピュータ

とプログラミング」に焦点を当て，実際にプログラミ

ング環境を利用して学習を進めるために，ブロックプ

ログラミングツール EduBlocks
(2)
を利用する場合の適

合度について評価する． 

評価は，教員研修用教材に含まれるプログラム例お

よび演習問題を実装して実行し，所望の結果が得られ

るかどうかを検証することにより行うものとする． 

教員研修用教材（本編）では Python 言語が使用さ

れ，他プログラミング言語版では，JavaScript 版，VBA

版 ，ドリトル版，swift 版が提供されている． 

それにも拘わらず，EduBlocks を取り上げるには理

由がある．まず，ブロックプログラミングツールであ

るため学習負荷が少なく，教員はもちろん生徒が学習

する場合にも理解しやすいことが挙げられる．さらに，

内部で Python 言語が動作するため，教材の内容との

親和性も高く，ビジュアル言語からテキスト言語への

接続性の観点からも効果的である．さらに，Web ベー

スで作成・実行が可能であり，環境構築や設定が不要

で，アカウントも作成せずに利用できるため，手軽に

利用できるという大きなメリットがある． 
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弱点としては，Web ベースであるため，Python 版

はハードウェアを制御するような分野には向いていな

いことであるが，関連のツールとして BBC micro:bit，

CircuitPython，Raspberry Pi 版も準備されている． 

2. 先行研究 

情報Ⅰの教科書におけるプログラミング分野の比較

と考察が井手によって行われている
(3)
． 

松島は，「情報Ⅰ」実施に向けたプログラミング教材

および使用ツールの検討としてビジュアルプログラミ

ング言語からテキストプログラミング言語への接続に

ついて検討している
(4)
． 

奥村は，高等学校情報科「情報Ⅰ」プログラミング

分野の教員研修用教材に関して考察を行い，教科担当

の教員の現状や学習指導要領の目的，STEM 教育等の

知見等には必ずしも合致していない箇所が散見される，

と指摘している
(5)
． 

長島らは，Bit Arrow における高校教科「情報 I」教

員研修資料との対応評価を行い，その得失を検証して

いる
(6)
． 

3. EduBlocksにおける変数の利用について 

 EduBlocks では，あらかじめ変数をブロックとして

作成しておく流儀となっている．ただし，記述方法に

よっては Python と同様に変数宣言を行わずにすぐに

利用することも可能である．変数の利用に際して留意

すべき例について紹介する． 

 1 から 10 までの数値の和を求める際に合計を求め

るための変数として「sum」という名前を使用する場

合を考える．なお，Python では sum は組み込み関数

の名前として使用されている． 

3.1 変数をブロックのみで構成する場合 

 図 1 のように変数「sum」をブロックのみで構成す

ると，コードは図 2 のように「sum2」という変数名に

変更されて記述される．そして，統一して変更される

ために矛盾は生じず適切に実行される． 

 

図 1 変数「sum」をブロックのみで構成 

 

図 2 変数「sum」をブロックのみで構成した場合の

コード記述 

3.2 変数をブロックと直接記述で混在させる場合 

 図 3 のように変数「sum」をブロックと直接記述で

混在させると，図 4 のようにエラーとなる．また，コ

ードは図 5 のように記述される． 

 しがって，このような意図しないエラーを避けるた

めには，初心者の場合には日本語をローマ字にした変

数名（例えば「goukei」など）を利用することが勧め

られる． 

 

図 3 変数をブロックと直接記述で混在させる例 
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図 4 エラー表示 

 

図 5 変数をブロックと直接記述で混在させた場合の

コード記述 

4. 適合度の検証 

4.1 検討対象 

 本稿では，教員研修用教材（本編）のうちの「第 3

章 コンピュータとプログラミング」を対象とする．

ただし，ハードウェアが必要な「学習 12 外部装置と

の接続」は除くこととした．「第 3 章 コンピュータと

プログラミング」の中から検討を要すると想定される

項目を抜粋して検証する．なお，EduBlocks は Python 

3 のコア部分が実装されているため，その範囲におい

ては基本的に適合している．したがって，おもにライ

ブラリが使用されている例や演習に焦点を当てて検討

した． 

4.2 学習 11図表 7 

 現在のところ「sys.float_info.max」定数が実装され

ていないため，その部分は実行できない．それ以外は

掲載プログラムのとおり実行でき，所望の結果が得ら

れる． 

4.3 学習 13 

 学習 13 中のプログラムは問題なく実行できる． 

4.4 学習 14図表 11 

 掲 載 プ ロ グ ラ ム 中 の URL を https://zip-

cloud.appspot.com/api/search に変更することで問題

なく実行できる． 

4.5 学習 15 

 学習 15 中のプログラムは問題なく実行できる． 

4.6 学習 16図表 5 

 コードを 1 文追加するだけで，図 6 のように同等の

実行結果を得ることができる． 

 

図 6 図表 6と同等の結果 

4.7 学習 16図表 8 

numpy の count_nonzero()関数が実装されていない

ため掲載プログラムでは実行できない．しかしながら，

ハードウェアやライブラリに直接依存するような処理

でない限り，自分で類似の機能を実装することができ

る．関数を実装することで，掲載プログラム同様の流

れのプログラムとして実現できるため問題はない．実

行結果も同等の内容を得ることができる．むしろ，関

数の内容を把握する段階で，原理を理解することに役

立つことが期待できる． 

4.8 学習 16図表 10 

 matplotlib.pyplotモジュールの bar関数が実装され

ていないため掲載プログラムでは実行できない．しか

しながら，Pygal ライブラリを使用することで図 7 の

ように同等の実行結果を得ることができる． 
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図 7 図表 11と同等の結果 

4.9 学習 16図表 13（モンテカルロ法の散布図） 

 matplotlib.pyplot モジュールの scatter()関数が実

装されていないため掲載プログラムでは実行できない．

しかしながら，Processing モジュールを使用すること

でモンテカルロ法の散布図を表示するという主題は図

8 のように実現できる． 

 

図 8 πの計算（モンテカルロ法） 

4.10 学習 17 

 学習 17 中のプログラムは問題なく実行できる． 

5. まとめ 

 プログラミングの入門段階における制御構造とリス

トを用いた範囲であれば，Python で記述されたコード

をほぼそのまま EduBlocks のブロックとして構成す

ることでプログラムを作成し，所望の結果が得られる

ことが確認できた．一方，ライブラリを使用する例に

おいては EduBlocks で未実装となっている機能につ

いては実行できない．しかしながら，類似のライブラ

リを利用するなどの対応をとることで主題に沿ったプ

ログラムを作成することが可能であることも検証した． 

 以上のことより，EduBlocks を利用することで，小

学校段階の入門から始めて，中学校，高等学校へと切

れ目なくプログラミングを学ぶことができると言える． 

さらには，ブロックとコードを同時に学習することも

可能であるため，プログラミング経験が少ない大学初

年次生などの入門コースの学習環境としての活用も期

待できる． 

なお，今後の課題としては，中学校段階で求められ

るハードウェア関連機能についての検証が挙げられる． 
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